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“Flicked” Technique“Flicked” Technique

1. 一方の手でブラシの根元を、他方の手で

先の細いピンセットを持つ。

2. ピンセットの先端をスライドガラス上に軽く

置き、ピンセットの上にブラシの先を乗せ、

ブラシは下方に、ピンセットは上方に向

かって力を加える。ブラシはピンセットの力

で弾かれ、スライドガラス上に強くたたきつ

けられる。



(3)(3) “Flicked” Technique“Flicked” Technique

3. スライドガラス上で少しずつ位置をずらし

ながらこの操作を数回繰り返す。

スライドガラスの直上での操作であるた

め、周辺 への飛び散りは少ない。

スライドガラスを2枚並べて作製すると効

率がよい。
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(A) conventional methods

(B) “flicked” technique



正常組織様大型集塊の大きさ

23.2%

35.4%

41.4%

201～500μm

501～1000μm

1000μm以上

“Flicked”
Technique

“Flicked”
Technique

正常組織様大型集塊の大きさ

50.8%

28.2%

21.0%

201～500μm

501～1000μm

1000μm以上

ウテロブラシ

従来法


